
平成１６年６月

同社の資料より抜粋

付図３７　本件運転士の再教育におけるレポート項目



付図３８　所定停止位置行き過ぎ時の運転士の乗務行路（その１）（片町線放出駅）

平成１６年６月７日（月）

片町線

京田辺駅木津駅 京橋駅

《勤務終了後、京橋電車区に宿泊》

上り快速電第５４６４Ｍ

下り快速電第５４７９Ｍ

乗務開始

１６時１３分４０秒 到着

１６時３１分１０秒 出発

１５時２２分００秒 出発

１６時４７分２０秒 到着

上り快速電第５５１４Ｍ

上り快速電第５５０８Ｍ

１７時３４分００秒 出発 １８時０７分４０秒 到着

２０時１３分１０秒 出発

２２時３０分２０秒 到着

２２時３９分１０秒 出発

０時２１分００秒 到着２３時３９分００秒 出発

２１時３７分００秒 出発

※ 時刻は、計画時刻である。

下り快速電第５４８５Ｍ

下り普通電第４６７３Ｍ

乗務終了

放出駅
所定停止位置行き過ぎ

　※ 上記の列車は、７両編成である。　 ただし、　　　（京田辺駅～木津駅間）は４両編成である。

下り快速電第５４９３Ｍ

下り快速電第５５２７Ｍ

１９時０８分５０秒 出発 １９時４５分４０秒 到着

２０時５０分５０秒 到着

２２時５７分５０秒 到着

尼崎駅

ＪＲ東西線

宝塚駅

福知山線

放出駅



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(１／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(２／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(３／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(４／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(５／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(６／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(７／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３９　平成１６年６月片町線下狛駅における所定
　　　　　停止位置行き過ぎの際の事情聴取(８／８)

（同社から文書で提出のあったもの）



付図３８　所定停止位置行き過ぎ時の運転士の乗務行路（その２）（片町線下狛駅）

平成１６年６月８日（火）

片町線

京田辺駅下狛駅木津駅 京橋駅

《前日の勤務終了後、京橋電車区に宿泊》

上り普通第電４４１４Ｍ

下り快速電第５４０７Ｍ

乗務開始

７時００分２０秒 到着

７時０４分２０秒 出発

５時５９分１０秒 出発

７時２２分３０秒 到着

下り快速電第５４２７Ｍ

上り快速電第５４１２Ｍ

７時３２分３０秒 出発 ８時１３分５０秒 到着

８時５０分２０秒 出発９時４３分１０秒 到着

９時５９分００秒 出発

１１時３８分２０秒 到着１１時０６分００秒 出発

１０時１９分３０秒 到着

※ 時刻は、計画時刻である。

下り区間快速電第５７７３Ｃ

下り快速電第５４３３Ｍ（便乗）

乗務終了

下狛駅
所定停止位置

行き過ぎ

　※ 上記の列車は、７両編成である。　 ただし、　　　（京田辺駅～木津駅間）は４両編成である。



付図４０　車掌乗務時の阪和線津久野駅通過運転通告券



概ね下記の
時間とする

信号確認喚呼

平常時の取扱い 通停確認喚呼

運転士知らせ灯確認喚呼

定時運転

ブレーキ技量

停止位置確保

運転取扱いに関する知識

線路・信号に関する知識

禁止事項 禁止事項 １ｈ

知悉度 異常時の運転取扱い １ｈ

異常時の 事故事例研究 他山の石の共有化 １ｈ

運転取扱い 信号機、 閉そく指示運転

保安装置の 場内・出発信号機故障

取扱い 特殊信号機の取扱い

ＡＴＳの取扱い

閉そくの取扱い 代用閉そく方式・伝令法 １ｈ

停止位置不良時の取扱い

異常気象時の取扱い

特殊な運転状況

列車火災時の取扱い

列車防護の取扱い

サービス 異常時の案内放送 －

車両故障 緩解不良の処置 １ｈ

応急処置 上記以外の処置項目 ５.５ｈ

２ｈ

付図４１　平成１６年度の乗務員指導要領の訓練項目

６ｈ

可能な限り以下の項目を実施する

３ｈ

時間内

知悉度 ２ｈ

その他

運転技量

基本動作実行度

０.５ｈ
（３項目のうち
１項目を選択、
３年で全て終了）

区　所　で　計　画　す　る　訓　練　項　目

時間内

応急処置



付図４２　本件基準運転表　



付図４３　本件運転士メモ



付図４４ 平成１５及び１６年度の大阪支社所属
運転士の日勤教育日数の状況

8 12.9 13.0 31 1

1 20.0 20.0 20 20

1 17.0 17.0 17 17

1 7.0 7.0 7 7

4 18.3 17.5 25 13

15 14.7 14.0 31 1

5 13.2 14.0 23 4

5 17.2 11.0 32 6

4
※１

11.8 11.5 21 3

1 11.0 11.0 11 11

1 9.0 9.0 9 9

3 16.0 14.0 21 13

19 14.1 13.0 32 3

20 5.3 7.0 44 2

16 5.1 4.5 19 1

11 3.4 6.0 29 2

28 6.8 7.5 41 1

75 9.4 6.0 44 1

35
※２

4.4 2.0 23 1

31 5.1 2.0 27 1

25 3.4 2.0 15 1

23 3.3 1.0 22 1

7 5.0 2.0 22 1

7 4.3 4.0 7 2

5 6.6 5.0 15 1

4 1.3 1.0 2 1

1 1.0 1.0 1 1

74 4.1 2.0 41 1

212 4.2 2.0 41 1

321 6.5 3.0 44 1

※１．所定停止位置の手前に停止した２件を含む。

　２．５０ｍ以上の所定停止位置行き過ぎであるものの、平成１６年３月以前に発生した事象である
　　ことから反省事故等とされなかった４件を含む。

　３．本文中2.7.4.3にある所定停止位置を５０ｍ以上行き過ぎた日勤教育対象事象２６件の内訳は、
　　上表の反省事故Ⅰの停止位置不良（※１の２件を除く。）２件、反省事故Ⅱの停止位置不良２０
　　件及びその他の停止位置不良（※２の４件に限る。）４件である。

平均(日) 中央値(日) 最大(日) 最小(日)

反
省
事
故
Ⅱ

 その他

 報告不適切

そ
の
他

 出場遅延

 誤停車

 ドア扱い不良

小　計

 出勤又は点呼遅延

 機器扱い不良

 執務態度不良

合　　　計

 列車流転

 ドア扱い不良

小　計

 出場遅延

 停止位置不良

 その他

 ドア扱い不良

 信号違反

 停止位置不良

 機器扱い不良

 停止位置不良

 その他

小　計

 機器扱い不良

件数(件)

小　計

 停車駅通過

責
任
事
故

反
省
事
故
Ⅰ

 その他

 機器扱い不良

 出場遅延

 信号違反



付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(１／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

1 15 年 4 月 4 日 6 無断移動 

４６５５Ｃ列車西明石駅定着（２３：４８）後、

西引上げ線に引上げ明石支所電留５番線に進入した

際、所定停止位置を約１０ｍ行き過ぎ停車。推進運

転にて後退したところ（約１ｍ）明石支所社員から

指摘を受けたが、下り運転台に行き入換合図なしで

所定停止位置に動かした（約７ｍ）。 

 

2 15 年 6 月 3 日 2 停止位置不良

電第５７６１Ｃ列車運転士は長尾駅を定発し、速

度９５キロで惰行し第１閉そく信号機の喚呼後、す

ぐに通停確認を行ったが意識ある通停確認でなかっ

たため、快速と勘違いし、第１藤阪踏切付近で藤阪

駅ホームが見え停車と気付いた。直ちに非常ブレー

キ手配を採るも所定停止位置を３０ｍ行過ぎ停車。

車掌と打合せ所定停止位置まで後退し客扱いを行

い、同駅５０秒延発する。 

 

3 15 年 7 月 21 日 7 機器扱い不良

２６０８列車天王寺駅折り返し、新運転台にてＳ

Ｗ整備を行ったがＡＴＳ切換ＳＷ「Ｓ」「Ｐ」位置

の確認を怠り定刻に発車（出発信号機の現示はＧ）

ＡＴＳの確認扱いが出来ず、出発信号機内方約１０

０ｍに非常ブレーキ動作。車掌からの非常ブレーキ

でない事を認め、ＡＴＳ切換ＳＷを確認すると「Ｓ」

位置に入っているので「Ｐ」位置に切換え車掌の発

車合図にて運転再開。寺田町を５０秒遅着した。 

 

4 15 年 8 月 27 日 3 出場遅延 

電第４６５６Ｃ列車担当運転士は京橋駅環状線外

回り詰所に２３：２０に到着、４６５６Ｃ列車の着

発時刻（０：０３と０：０６）を確認。詰所の椅子

に座って休憩していた。再度時刻を確認したのは２

３：４０であったが眠気を催してきたので（携帯電

話のタイマーをセットしたがマナーモードになって

いた）その後、気付いたときに時計を見ると０：０

５であったので急いで学研都市線上りホームに走行

しドアは開いた状態で引き継ぎ乗務員と交代。スイ

ッチ整備を行い同駅を３０秒遅れで発車した。 

 

 
 
 
 



付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(２／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

5 15 年 8 月 27 日 1 虚偽の報告 

回２１６Ｓ列車運転士は松井山手駅定着後、車掌

の降車を確認し入換信号機の進行現示に従い引上げ

線に入換開始。引上げ線にてエンド交換のスイッチ

整備を行い車内を通り新運転台へ行く途中、中間運

転台の客室と乗務員室の仕切り戸が固く開かなかっ

た。Ｄコックでドアを開けるか、後ろへ戻ろうかと

思ったが下に足場が無いので、再度ドアを強く引い

たら開いた。新運転台に走行しスイッチ整備を行い

入換信号機が現示したので入換を開始し（現示はす

でにしていたが本人は現示していないと供述）、松

井山手駅に据付客扱い後、３分延発した。 

 

6 15 年 9 月 2 日 11 停止位置不良

電第４６６７Ｍ列車は川西池田駅を定発、速度約

８６キロで惰行運転中、誤通過ボイスが鳴動したの

で前方を見ると中山寺駅ホームでありホーム始端で

非常ブレーキを使用したが、ホームに約 1両半残し

停車（ホーム終端より約１１０ｍ行過ぎ）。指令に

連絡、停車した間に下り第６閉そく信号機（Ｇ現示）

及び中山踏切があった為、後続列車を抑止し踏切遮

断機が下がっている等を確認し現場を約５分停車。

指示により所定停止位置まで後退客扱いを行い同駅

を６分延発した。 

 

7 15 年 9 月 25 日 5 
Ｐ解除灯確認

不良 

電第４４９１Ｓ列車、京橋駅を３分延着後（所定

８：５０）回送列車となるので旅客の降車及びドア

閉の合図を受け８時５５分ごろ引上げ線へ入換を行

いエンド交換を行った。回２２２Ｓ列車として京橋

駅ホームへ入換を開始して８時５９分ごろ到着し

た。京橋駅到着の際、出発信号機のＧ現示及びＰ解

除灯の消灯を確認しながらＩＣカードを入力してい

ると、車掌からの発車合図があり発車時刻を確認し

発車したところ、常用最大ブレーキが動作したため

Ｐ解除灯が点灯していなかったことに気付いた。指

令に連絡しＰ開放の指示を受け、リセットを行い現

場約２分停車後運転再開した。 

 

 
 
 
 



付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(３／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

8 15 年 10 月 27 日 14 停止位置不良

電第５７０２Ｍ列車、四条畷駅を１分２０秒延発。

速度約９５キロで運転中、形だけの通停確認を行い

そのまま運転。誤通過停車ボイスにて直ちに非常ブ

レーキを使用、時刻表を確認したところ停車駅であ

ったことに気付いた。忍ヶ丘駅の所定停止位置を約

１００ｍ行過ぎ停車。指令に連絡し車掌と打合せ後

退、同駅を２分延発した。 

 

9 16 年 1 月 28 日 17 出場遅延 

便乗５４０１Ｍ運転士は、奈良車掌区にて５時４

１分に出先点呼を受けた後、（所定５時４５分）乗

務員詰所に行き用便をもよおした為、詰所横のトイ

レに行ったが（５時５３分頃）使用中であったので、

駅の改札近くのトイレで用をたし、時計を見たら５

時５８分を過ぎていたので、直ぐに５番ホームに向

かったが、５４０１Ｍは出た直後であった。直ちに

駅輸送本部に行き、今の電車に乗り遅れたので指令

に連絡するよう依頼し、タクシーで木津駅に向かっ

た。木津駅に６時１８分に到着し、看視乗務員（奈

良電）と引継いで車掌及び指令に到着した旨を連絡

した。指令より５４０１Ｍは５４０３Ｍに運用変更

との連絡を受け、５４０３Ｍ（６時２８分）を担当

した。 

 

10 16 年 1 月 31 日 9 片パン運転 

森区９便出区点検の際、目視にてパン上昇を確認。

パン起伏試験の時は電圧だけで確認し目視では確認

していない。本列車弁天町駅発車後、対向列車が外

回り列車のパンが上がっていませんとの無線を聞

き、気になったので野田駅にてパン上昇ボタンを押

し発車。指令より大阪駅到着後、確認するよう指示

を受け確認しパンタグラフは上昇していると連絡し

た。「付記」野田駅にて上昇したことを隠し報告。

 

11 16 年 2 月 7 日 1 停止位置不良

電第４４８７Ｂ列車は放出駅を２０秒延発。速度

約８５キロで惰行、鴫野駅の通停確認及び場内信号

機の喚呼を行い、ホーム始端の７０キロの特別制限

に合わせてブレーキ手配を採った後、無意識にブレ

ーキを緩めてしまった。すぐにブレーキ手配を採っ

たが所定停止位置を約３０ｍ行き過ぎ停車。車掌に

ブザー合図を送り所定停止位置まで後退客扱い。鴫

野駅で２０秒増延、京橋駅を４０秒遅着した。 



付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(４／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

12 16 年 2 月 14 日 2 停止位置不良

電第４６７３Ｍ列車、河内磐船駅を５０秒延発。

星田駅入駅の際、上り線のホーム下の線間に人が立

ち入っているのを認めた為、指令に連絡しようとし

たがつながらず、星田駅１分延発。再度、指令に連

絡し星田駅～東寝屋川駅間で指令との交信に気をと

られブレーキ時機が遅れ、東寝屋川駅の所定停止位

置を約１５０ｍ行き過ぎ停車。車掌に確認したとこ

ろ最後部が１０ｍホームから外れているとの連絡を

受け、指令より車掌の入換合図（無線機）により後

退し東寝屋川駅で２分３０秒増延し、同駅は３分３

０秒延発した。 

 

13 16 年 3 月 3 日 1 留置手配不良

５５２４Ｍ列車、木津駅での留置手配の際、Bat

を「切」忘れ、奈良電車区の乗務員が発見し事なき

を得る。電圧計および後部標識も確認していない。

 

14 16 年 3 月 7 日 1 基本動作不良

５５０８Ｍ尼崎～京橋間での基本動作不良を指導

係長が指摘（信号指差確認喚呼・パイロット・時刻

表確認等）。 

 

15 16 年 3 月 8 日 1 出勤遅延 
前日の飲酒により酩酊状態が続き、出勤が不可能。

 

16 16 年 4 月 16 日 6 停車駅通過 

電第５４９０Ｍ列車運転士は、住道駅１分延発後踏

切故障のため四条畷入駅時に運用変更がある旨の無線

通告を受けたが、その後の無線内容が５４９１Ｍ車掌

に対するものであったため四条畷駅に到着後、自列車

車掌と打合せ四条畷駅約２０分遅れで発車。 

四条畷駅発車後、指令に列車番号を確認したところ

５４９０Ｍ列車は所定であると返答があり、星田駅の

通停確認喚呼後、車掌より電話にかかれの連絡を受け、

当該列車の列車番号と行先を確認した。 

その後、指令とのやり取り等を考えブレ－キ時機が

遅れホ－ム終端速度約７０キロで非常ブレ－キを採っ

たが、所定停止位置を約１９０ｍ行き過ぎて停車した。

その旨を指令に連絡し「そのまま運転」の指示を受け、

河内磐船まで運転し、２５分遅着した。 

 

 
 
 



 

付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(５／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

17 16 年 5 月 31 日 13 無断後退 

電第４６７３Ｍ列車は祝園駅定発後、速度８０キ

ロで惰行運転後、意識が迂回し、下狛駅を通過した

と思い常用ブレーキで停車。車掌に後退する旨を連

絡後退。車掌から「下狛はまだです」との連絡を受

け、下狛駅がまだであることに気付き運転再開し下

狛駅を３分３０秒遅延した。 

「付記」指令から下狛駅での遅れの問い合わせが

あり、当該運転士に明朝の電話点呼で事情聴取した

ところ「踏切で人影を見たので注意して運転した」

と供述。その後の事情聴取でも「人影を見たので停

車し、確認のため後退した」と供述し続けたが、何

度も事情聴取を続けると上記の内容を供述した。尚、

車掌には黙っておくように命令口調で言った。 

 

18 16 年 6 月 7 日 5 
出場箇所間違

い 

乗務点呼終了後（１０：５２）直ちに電車区を出

て、ホームに向かう途中用便をし、１１：０３にホ

ームに出場した。ホーム待機中（内回り）小カード

を確認したところ、乗継ぎ場所が外回りであること

に気付き走行したが、すでに担当の２４７２Ｅは発

車した後であった。 

「付記」２４７２Ｅ列車は当区２行路が継続乗務

し定発している。 

 

19 16 年 6 月 8 日 13 停止位置不良

電第５４１２Ｍ列車運転士はＪＲ三山木駅を１０

秒延発、速度９５キロで惰行運転中、所定の通停確

認位置で漫然と通停確認を行い、所定のブレーキ使

用位置（４００標）から内方１００ｍの所でブレー

キを５ノッチ使用、その後他事に気を取られ第２ボ

イスで停車に気付き、ブレーキ８ノッチ使用後直ち

に非常ブレーキ使用。下狛ホーム終端を約２０ｍ（所

定停止位置約１００ｍ）行過ぎ停車。車掌に状況を

確認し指令に連絡、指令の指示にて現場７分３０秒

停車後、車掌の合図にて後退、客扱い同駅８分遅着

した。 

 

20 16 年 6 月 17 日 1 執務態度不良

外回り詰所へ巡回の為、立ち寄ったら当該運転士

が靴下及び靴を脱ぎ椅子を２個使い、足を伸ばして

座っているのを発見し注意指導した。執務態度不良。

 



 

付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(６／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

21 16 年 7 月 1 日 11 停車駅通過 

電第５７０４Ｍ列車運転士は河内磐船駅定発後、

速度９５キロで惰行運転中、突然前方の第１閉そく

信号機が「進行」から「注意」現示、第０閉そく信

号機が「進行」から「停止」現示となり、運転士は

交野踏切特発動作も認め直ちに非常ブレーキ手配。

約２秒後に消灯した為、ブレーキを弛め第０閉そく

信号機付近まで再力行（速度約９５キロ）を行い惰

行した。その際、意識が「区間快速」から「快速」

へと思い込み（通停確認は行っていない）津田駅に

進入しホーム中央付近にて停車であることに気付

き、非常ブレーキを使用したが津田踏切手前約１０

ｍ付近に停車した。指令に内容を報告・指示により

現場約５分停車後、次駅まで運転再開。藤阪駅を５

分３０秒延着した。 

 

22 16 年 9 月 6 日 6 直下動作 

電第５５１５Ｍ列車運転士は、ＪＲ三山木駅定発

し（出発信号機は注意現示並びに指令からの情報連

絡により第１．２高木踏切の特発が扱われている情

報を聞いていた）速度約５０キロで惰行し、同志社

前駅場内信号機「赤」現示並びに第１．２高木踏切

の特発動作の為、機外に停車直後に直下動作し場内

信号機約４５ｍ手前に停車した。指令に連絡しＡＴ

Ｓ復帰扱い後、第１．２高木踏切の特発を復帰し現

場１０分停車後、車掌と打合せて運転再開した。同

志社前は１２分延発する。 

 

23 16 年 12 月 4 日 1 点呼遅延 塚口駅での出先電話点呼遅延(８分)。 

24 16 年 12 月 4 日 2 列車流転 

１５３７列車大阪駅、所定停止位置に停車後車両

が前方に動くのを感じた為ブレーキ力を上げる

(300kpa)、それと同時に車掌から非常ブレーキも動

作、その後客扱い同駅定発。 

３０ｃｍ福島方へ流転した。 

 

 

 

 



 

付図４５ 平成１５及び１６年度に発生した日勤教育対象事象 

(京橋電車区の運転士に係るもの)(７／７) 

（同社から提出のあった資料の抜粋） 

 

№ 
事故(事象） 

発生年月日 

日勤

日数 

事故種別 

もしくは事由
概況 

25 16 年 12 月 13 日 23 運転技術未熟

停止位置に関わるヒヤリ。４４７６Ｍ徳庵駅２ｍ

行き過ぎ停止位置不良発生状況。 

Ｈ１６．８  ６２１列車   安治川口 １ｍ 

Ｈ１６．８  ４６３４Ｃ   塩屋   １ｍ 

Ｈ１６．１０ １４４５列車  森ノ宮  １ｍ 

Ｈ１６．１２ ５４１９Ｍ   四条畷  ３ｍ 

 

26 16 年 12 月 18 日 1 機器扱い誤り

４４３９Ｓ四条畷駅でのホーム出区の際、出区点

検方法を間違いお客様を車内に閉じ込めた（３組８

名）。 

 

27 16 年 12 月 23 日 1 報告漏れ 

１２月２１日６３行路４６１２Ｃ乗務の際、京橋

駅及び放出駅での車掌欠場の報告を行なわなかっ

た。 

 

28 16 年 12 月 27 日 17 業務指示違反

５４６７Ｍ木津駅にて業務指示違反、折り返し列

車の車両監視をせずに駅の乗務員詰所で休憩してい

た。 

 

29 16 年 12 月 30 日 1 出勤遅延 

３０行路（１１：０３出勤）の出勤遅れ、目覚ま

し時計で起きることができなかった。 

前日３８℃の熱があり、病院に行っていた。 

 

30 17 年 1 月 24 日 2 

指令からの指

示復唱に適切

を欠いた 

１６０９列車、新今宮～天王寺間において人身事

故を起こした際、連絡の適切を欠いて運転再開した。

 

31 17 年 2 月 16 日 2 出先点呼遅延 放出派出での点呼遅延（６分）。 

32 17 年 3 月 25 日 4 停止位置不良

１４１１列車福島駅を定発後、速度約８２キロで

惰行、約４００標から停止ブレーキを採った。ホー

ム中程にてブレーキを緩め様子を見ていたが、停止

位置を行過ぎると思い追加ブレーキを採ったが、車

掌からのブレーキ手配がありホーム始端から３ｍ行

過ぎ停車。所定停止位置を約１８ｍ行過ぎ、車掌と

打合せ後退客扱いを行ない、同駅約３０秒延着した。

 

 

 



付図４６ 所定停止位置を行き過ぎた旨の連絡が
あった場合の取扱い

同社の運輸関係指令業務標準より抜粋



付図４７　Ｐ（ＡＴＳ-Ｐ形）対象線区比較

平成１５年９月の鉄道本部会議の資料※ （　）は、ＡＴＳ-Ｐ設置車両の割合を示す



付図４８　曲線速度照査対策の考え方

平成１５年９月の鉄道本部会議の資料



単位：億円(億円未満切捨て)

昭和62 昭和63 平成元 平成2 平成3 平成4 平成5 平成6 平成7 平成8 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17

1 設備の更新･安全性の向上 170 282 301 445 515 676 596 547 718 484 570 388 595 419 500 559 609 467 568
a 地上設備 43 44 49 67 106 107 119 261 433 216 128 96 68 98 153 75 93 126 212
b 車両 53 164 190 311 303 366 381 178 182 155 347 192 416 186 218 292 360 169 206
c その他 74 74 62 67 106 203 96 108 103 113 95 100 111 135 129 192 156 172 149

2 輸送改善 85 111 102 84 80 86 91 563 209 467 91 77 78 85 80 62 105 102 134
3 サービスの改善 37 16 39 53 58 32 28 43 30 41 37 19 17 25 38 54 133 79 75
4 仕組みの改善 48 20 49 103 164 105 163 98 94 175 127 234 123 129 213 115 88 133 73
5 事業の強化･拡大 13 10 24 58 76 43 81 94 101 164 73 59 135 9 7 6 25 78 158
6 支社長等一括･災害･総係費 29 29 29 31 29 28 32 34 36 38 42 67 51 51 51 59 60 67 53

382 468 544 774 922 970 992 1,379 1,190 1,371 940 844 1,000 718 892 855 1,023 928 1,063
17 141

1b 平成2年度車両の新製(100系32両,221系98両,207系7両)
45 95

2 福知山線三田･篠山口間(21.5㎞)の複線化
61 66 21 31 88 67 0

4 総合OAシステムの新設 4 自動改札の導入(アーバンネットワーク)
57 210 22 281 112 2 0

1b 平成3年度新製車両の投入(100系32両,221系102両,207系103両) 1b,2 山陽新幹線500系の投入(500系128両等)
23 98 0 6 50 57 5 0 4

1c 山陽新幹線ATC装置取替 4 鷹取工場移転
278 132 1 2 15 16 96

1b 300系新幹線電車の新製(144両) 4 大阪鉄道病院の新築移転
0 95 82 0 72 181 0 0

1b,2 関西空港アクセス輸送の整備 1b,2 近郊電車の老朽取替及び神戸線､京都線､琵琶湖線の輸送改善
126 0 0 240 37 1 0

1b 207系新製投入(112両) 1b,2 山陽新幹線の輸送改善と700系車両の投入(96両)
33 53 107 175 68 79 169 176 110

3,4 京都駅改築事業 1b 新幹線700系車両の投入(216両)
403 27 80 57

2 空港連絡鉄道の陸上部の譲り受け 1b,2 特急電車老朽取替及び北陸線輸送改善
109 6 0 37 72 1 3

1b,2 湖西線､北陸線等の新特急の投入と高速化 3 ICカード出改札システムの導入
29 180 6 1 177 128

1b,2 片福連絡線の開業に伴う整備 1b,2 JR神戸線宝塚線近郊通勤電車老朽取替及び輸送改善
170 330 6 0 63 145

震災復旧費 5 大阪駅改良及び新北ビル開発
21 87 18 0 1 2 174

1a 高架橋耐震補強 1b アーバンネットワーク通勤電車取替等(223系8両,321系252両)
年度合計 0 0 17 261 299 397 386 818 538 596 469 316 497 217 197 298 416 194 322

6 36 4 2 3 0 4 21 15 18 2 2 0 1 0
1ab 阪和線(天王寺-日根野)･大阪環状線 1ab 京都線･神戸線･琵琶湖線

4 6 1 4 2
1ab 大和路線(王寺-JR難波) 9 0 0 1a 宝塚線

1ab 学研都市線(松井山手-京橋) 5
1a 大和路線(加茂-王寺)･阪和線(日根野-和歌山)

年度合計 0 0 6 36 8 8 4 9 0 0 4 21 15 18 2 2 0 5 7

分類番号1設備の更新･安全性の
向上のうちＡＴＳ-Ｐ整備の工事費

付図４９　設備投資額とプロジェクト状況

合   計

分類     ＼     年度

自己資金が100億円以上となる
プロジェクトの工事費

先頭に分類番号を付け,
その後にプロジェクト名を記載



付図５０  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（１／４）

6:51:45 6:57:30 7:06:55
52:00 6:56:00 ② 58:30 07:10
54:15      … 7:00:45      …
54:30 58:30 01:00 08:50
56:45 03:15
57:00 03:30
59:25      … 05:55 12:15
59:40 7:02:00 06:10 12:30

7:02:05 08:35
02:20 08:50
04:05 06:30 11:10 ④ 15:45
04:20 07:00 16:00
06:20
06:40
08:20
08:40
10:30 20:00
10:50 20:20
13:00 15:30 22:30
13:20 16:00 22:50
16:10
16:30
18:20
18:40
20:30 23:30 27:50
20:50 24:00 28:10
23:20 26:30 ② 30:40

24:00 31:30

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

終 着 駅

始 発 駅

松井山手

長    尾

藤    阪

津    田

河内磐船

星    田

東寝屋川

忍 ケ 丘

①②

∥

∥ ∥

∥

∥

∥ ∥

∥ ∥

四 条 畷

∥ ∥野    崎

③ ③ ③

住    道

①

∥ ∥

① ①

鴻池新田

徳    庵

放    出

列車番号

京　橋 宝　塚

京田辺 松井山手 四条畷 木　津
電

4430Ｍ 回218S

塚　口 放　出

4432Ｓ 5400Ｍ
電 回電 電



付図５０  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（２／４）

始 発 駅

終 着 駅

7:31:00 7:38:30
7:26:50 ① 32:00 7:35:00 ② 39:20

29:00 34:10 37:10 42:00
29:20 34:30 37:30 43:00
31:00 39:10 45:00
31:20 39:30 45:20
33:10 41:20 47:20
33:30 41:40 47:40
36:20 39:50 44:30 50:30
36:40 40:20 44:50 50:50
38:50 42:40 47:00 53:00
39:10 43:10 47:20 53:20
41:10 49:20 55:20
41:30 49:40 55:40
43:10 51:20 57:20
43:30 51:40 57:40
45:30 48:10 54:10 8:00:10

7:43:00 ④ 46:00 48:50 7:50:50 ④ 54:40 7:57:50 ② 00:50
45:00 47:50 53:30 59:50
45:30 48:20 54:00 8:00:20
47:50 50:50 52:10 56:50 58:10 02:50 04:10
48:20 54:00 52:50 8:00:00 58:50 06:00 04:50
50:40 56:30 02:30 08:30
51:10 57:00 03:00 09:00
53:10 59:10      … 05:10      … 11:10      …
53:40 59:40 56:10 05:40 8:02:10 11:40 08:10
56:30 8:02:30 57:50 08:30 03:50 14:30 09:50

8:00:00 06:00 58:30 12:00 04:30 18:00 10:30
02:30 08:30      … 14:30      … 20:30      …
03:00 09:00 8:00:10 15:00 06:10 21:00 12:10
04:50 10:50 01:50 16:50 07:50 22:50 13:50

06:00 12:00 03:00 24:00

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

∥

∥

②

(15:00)
京    橋

鴫    野

④ ③

(09:00)

④ ③放    出 ④ ④ ③

徳    庵

∥

∥鴻池新田

① ② ① ②住    道 ② ① ②

②

野    崎 ∥

∥

①四 条 畷 ②

∥忍 ケ 丘

∥東寝屋川

河内磐船

星    田

津    田

∥

∥

藤    阪

長    尾

②松井山手 ②

4475S 5769M 4477M 5773C
電 電 電 電

京　橋 新三田 京　橋

列車番号
電 電 電

4467Ｍ 4471C 5407M

宝　塚 西明石 宝　塚 京　橋

四条畷 松井山手 木　津 四条畷 松井山手 四条畷 京田辺



付図５０  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（３／４）

8:04:50 (8:07:50) 8:10:50
06:00 09:00 12:00
07:30 10:30 13:50
07:50 10:50 14:10
09:30 12:30 15:50
10:00 13:00 16:20
11:40 14:40 18:20
12:10 15:10 18:50
13:40 16:40 20:20
14:00 17:00 20:40
15:40 18:40 22:20
16:00 19:00 22:40
18:30 21:30 25:10
18:50 21:50 25:30
21:10 23:50 27:30
21:30 24:10 27:50
24:10 26:30 30:20

26:30  (31:00) 31:30

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

始 発 駅

終 着 駅

列車番号

京    橋

大阪城北詰

大阪天満宮

北 新 地

新 福 島

③ ② ③尼    崎

海 老 江

御 幣 島

加    島

宝　塚

4467M

尼　崎 西明石
電 電 電

4469M 4471C

四条畷 京　橋 松井山手



付図５０  本件列車等及びその前後に運転される
 列車の運行計画（４／４）

8:24:10 8:26:30 8:33:30 8:38:10
26:30 31:00 34:00 39:50
29:50      … 37:40      …
30:10 34:30 38:00 43:10
32:10 40:10
32:30 40:30
34:50 42:40 45:40
35:10 43:00 46:00
37:40      … 45:10      …
38:00 42:00 45:30 48:00
41:10      … 49:00 50:50
41:30 46:30 53:10 51:10
44:40 56:40 54:20
45:00 57:00 54:40
48:30 ② 55:30 ② 9:00:20 57:50

00:40 58:10

9:01:45 8:58:00 9:06:50
02:15 58:20 9:03:45 ② 07:20

1:45 07:00 10:30
9:02:00 07:15 10:50

     … 06:00 10:25 14:20
07:45 16:20 10:45 14:50

     … 19:40      …      …
09:45 20:10 13:05 17:20

22:20 14:35 19:00
22:50 14:50 19:30
24:50
25:10

     … 27:10      …      …
14:15 27:30 17:10 21:50
17:30 31:30 20:10 24:30

18:30 32:00 21:20 25:00

※１．上段が到着時刻、下段が出発時刻又は通過時刻である。

　２．「…」は、通過であることを示す。

　３．「∥」は、通過であること及び通過時刻が定められていないことを示す。

　４．○数字は、着発線（番線）を示す。

列車番号

終 着 駅

始 発 駅

速度種別

列車番号

終 着 駅

始 発 駅

伊    丹

猪 名 寺

塚    口

速度種別

宝    塚

中 山 寺

川西池田

北 伊 丹

⑦⑦ ⑦ ⑥尼　　崎

③ ③ ③塚　　口

∥ ∥ ∥猪 名 寺

③

③

∥伊　　丹

北 伊 丹

川西池田 ③ ④ ③

③ ③

∥中 山 寺

宝　　塚 ③

特通電A20 停電B9a 通電A11a 通電A7

電
3016M 566M 5418M 2736M
特急電 電 電
新大阪 大阪 同志社前 大阪

福知山 新三田 宝　塚 篠山口

① ①

① ②

∥

② ②

∥ ∥

∥

②

① ① ① ①

③ ② ③尼    崎

停電A11a 通電A11a 停電A9 通電A11a

電
4467M 回4469M 1127C 5409M
電 回電 電

宝　塚 宝　塚 新三田 篠山口

四条畷 尼　崎 高　槻 木　津



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］ ※通電Ａ６の基準運転時間の制定はあったが、臨時列車用（尼崎通過）のものであった（実質は平成１１年１０月から）

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

付図５１　ダイヤ改正の実績表（１／４）

1

11

下り

211

14

89

96

11

（変更なし）

11

87

11

96

11

11

1

97

90

計

急　行

205 計 211210

90 87

特　急

計

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

（変更なし）

普通＋１本（平成10年3月：
普通＋１本）

7

1414 15 計

下り

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

普　通

快　速

上り

210

特　急

急　行

快　速

普　通

回　送

7

計 計 16

普　通 普　通7 8

快　速快　速

8

77

15

7 8 普　通

14 15

9 10

―

上り

下り

回　送回　送

205

上り

快　速

16

90

快速＋３本

97

普　通

94 96

11 11 特　急 11

1 1 急　行

朝 朝25分40秒

24分10秒（50秒ｱｯﾌﾟ）25分00秒

列車種別 下り上り上り 下り 列車種別

計 15分10秒 15分40秒

宝～川 5分40秒 5分50秒

川～北 2分30秒

塚～尼

北～伊 1分30秒

2分50秒 3分10秒

駅　名

平成９年３月８日改正 平成９年９月１日改正

主本線 副本線

・ＪＲ東西線開業
・福知山線～片町線直通運転
・快速の増発
・信号現示による制限速度変更
(減速信号75km/h、注意信号55km/h)

←
伊～塚 2分40秒

・輸送商品のきめ細やかな見直しにより、
ダイヤの質的向上を図る
・利便性の追求

平成１０年１０月３日改正
ＪＲ東西線開業

列車種別

・尼崎駅構内配線工事完成
・尼崎駅同一ホーム乗換開始
・東海道線普通の尼崎駅折返しを新三田駅
へ延長
・福知山線特急、急行の全列車が尼崎駅停
車

←

上り

←

下り列車種別

・列車本数の少ない時間帯の接続体系整備
・新大阪駅、吹田駅始終着を高槻駅に統一

←

普　通

列車種別 宝塚→塚口 塚口→尼崎

快　速 7

列車種別 列車種別

快　速

（変更なし）

宝塚→塚口

計

宝塚→塚口 塚口→尼崎

7 7

宝塚→塚口 塚口→尼崎 列車種別

計

快速＋１本上り

塚口→尼崎

回　送

211

下り

急　行

快　速

普　通 89

96

1

15

7

8

11

10

90

98

1

8

8

平成１１年５月１０日改正

210

14

特　急

←

11

朝方通勤時間帯の混雑緩和

・朝方ピーク時の大阪駅行き快速を１本増
発（８両）

23分50秒（1分50秒ｱｯﾌﾟ） ← ←



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

付図５１　ダイヤ改正の実績表（２／４）

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

計 15 16 16

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

普　通

211 210

快　速

計

90

99

回　送 15

96

普　通 普　通7 8 86

←

25分20秒（20秒ｱｯﾌﾟ）

8

塚口→尼崎

計

88 普　通

99

1

上り

下り

8快　速快　速

列車種別 宝塚→塚口

8

列車種別 宝塚→塚口

上り

16 15

7

計 209 209

回　送 9 13

普　通 90 88 普　通

急　行

快　速 98 96 快　速

1

特　急 11 11

急　行 1

列車種別

88

特　急

←

5分50秒

1分30秒

列車種別下り

普通▲１本 下り （変更なし）

快　速 8

列車種別塚口→尼崎

上り 下り

22分30秒（1分40秒ｱｯﾌﾟ）

列車種別

普通＋３本

11

快　速

上り

計 14分40秒 15分20秒

←

←

副本線

平成１４年１０月５日改正
・都心部に直通する列車のフリークエン
シーアップ
・大住駅交換設備完成

特急「北近畿」の増強により、通勤・ビジ
ネス・観光の利用拡大を図る

14計計 15

8

普　通

計

1410回　送

宝塚→塚口 塚口→尼崎

上り 快速＋１本

快　速

・特急「北近畿」を増発
・東海道線データイム快速の運転線路変更
（内側線）により、東海道線普通とＪＲ東
西線快速との接続を東海道線快速とＪＲ東
西線快速との相互接続とする

・朝方通勤快速に２２１系を追加投入
・データイム快速を２２１系に統一
愛称名「丹波路快速」

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

下り

14分45秒

列車種別 上り 下り

25分40秒（1分50秒ﾀﾞｳﾝ） 24分30秒（10秒ﾀﾞｳﾝ）

平成１４年３月２３日改正
２２１系投入による運転時間短縮
宝塚駅→大阪駅２２分（▲２分）

２２１系の転用を行い、線区のイメージ
アップを図り、私鉄からのご利用転移を促
進する

普　通 7 8

← ← ←

京橋口の混雑緩和、並行私鉄との競争力強
化
◎京阪との競合エリアの競争力強化
・星田駅に快速停車
・松井山手駅始発の区間快速を最ピークに
２本増発
◎近鉄との競合エリアの競争力強化
・区間快速を京田辺駅まで延長
・松井山手駅分割併合を京田辺駅に変更
・京橋駅～京田辺駅間の到達時間を短縮

駅　名

平成１２年３月１１日改正平成１１年１０月２日改正

←

朝方通勤快速に２２１系を投入し、１１３
系と置き換え（２２１系初投入）

上り

下り

列車種別 宝塚→塚口

（変更なし）

特　急 11 11

急　行 11

主本線

宝～川 5分40秒

伊～塚

川～北 2分30秒

北～伊

2分20秒

216

（変更なし）

3分10秒

1

11

96

18

91

←

218

塚～尼 2分40秒

上り

← 朝

90 91

特　急 13

急　行

219

18

1

217

回　送 15

98

92

95

1

下り
特急＋２本、快速▲１本、
普通＋１本

計 17

9

8

塚口→尼崎

特急＋２本、快速▲１本、
普通＋１本

13

朝 ※平成13年3月

24分20秒（1分ｱｯﾌﾟ）

朝



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

付図５１　ダイヤ改正の実績表（３／４）

1

15

90

103

塚口→尼崎

（変更なし）

12

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

増発本数
（回送は除く）

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

16

8 普　通 6 9

計 18 21

快　速

18

222

16

93

99

下り

13

92

8

列車種別

普　通

12

回　送

（変更なし）

218

15

計219

普　通

計

宝塚→塚口

8

6

14

列車種別

快　速

塚口→尼崎 宝塚→塚口

上り （変更なし）上り 快速＋５本、普通▲１本

下り 快速＋４本、普通＋１本

宝塚→塚口 塚口→尼崎

計

回　送

下り

上り （変更なし）

222

1

13 特　急特　急 13 13

普　通

列車種別

13

91

98快　速

特　急

急　行 急　行1

95

1 急　行 1

快　速 103

平成１５年１０月１日改正 平成１６年３月１３日改正

下り

←

上り 下り列車種別 上り列車種別

川～北

5分40秒5分35秒宝～川

14分30秒

2分20秒

22分20秒（10秒ｱｯﾌﾟ）

主本線駅　名

←
2分20秒

北～伊

特急通勤等の利用者拡大

・新三田駅特急停車拡大
（北近畿４号、６号）
・特急の一部編成増強
（６両→７両）

副本線

平成１５年３月１５日改正
朝方通勤時間帯の快速の速達化
宝塚駅→大阪駅２３分（▲３分）

朝方通勤時間帯、宝塚駅→大阪駅間２６分
を２３分とする

伊～塚

計

3分10秒

計

急　行

快　速

普　通

回　送

普　通

計

快　速

1

塚口→尼崎

上り

下り

（変更なし）

（変更なし）

列車種別 宝塚→塚口

下り列車種別

特　急 13 13

上り

14 16

8 8

6 8

220

19

92

98

16

91

95

219

塚～尼 2分40秒

1

15分00秒

← ←

1分30秒

23分40秒（50秒ｱｯﾌﾟ） ←

2分40秒塚～尼

朝

14分25秒

99

朝 23分20秒（20秒ｱｯﾌﾟ）

←

快　速

列車種別

13

上り 下り

1

普　通 90 93

計 15分10秒 15分45秒

15分15秒（中山寺停車）

←

←

3分10秒

22分50秒（30秒ﾀﾞｳﾝ）

平成１５年１２月１日改正
アーバンネットワークにおいて、並行私鉄
に対する更なる競争力強化、ご利用の拡大
を図る（福知山線の輸送改善）

・朝方通勤時間帯に大阪駅行き快速４本を
増発、夕方通勤時間帯（17～20時台）に毎
時１本増発
・中山寺駅に快速停車

駅　名 主本線 副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

中～川 3分10秒 通電としての
運転時間は制
定されていな
かった

川～北 2分20秒

北～伊 1分30秒

伊～塚 2分20秒

回　送 15 16

計 222 222

計 18 21

快　速 12 12

普　通 6 9



輸送改善施策

改正内容

［通電Ａ６］

最速列車

（快速：宝塚→大阪）

昼 昼 昼

（注）表中の赤字は時間及び本数の変更を表す。

付図５１　ダイヤ改正の実績表（４／４）

普　通

回　送

列車種別

計 18 計18 21 計 21 計 18

12

急行▲１本

列車種別 宝塚→塚口 列車種別

12 12

6 6

快　速

普　通

1212

9

上り

塚口→尼崎宝塚→塚口

6 9 6

223

塚口→尼崎

普　通

宝塚→塚口

17

（変更なし）

（変更なし）

89

16

92

16回　送

90 普　通90 普　通93 普　通93 9390

103

13

103

急　行

99

0

14

下り

13 特　急

0

下り 列車種別

24分00秒（1分10秒ﾀﾞｳﾝ） ←

上り 列車種別上り

← 16分15秒（宝塚副本線：16分20秒）

23分50秒（30秒ﾀﾞｳﾝ）

← 16分00秒（宝塚副本線：16分05秒）

25分35秒（1分40秒ﾀﾞｳﾝ） ← 朝

塚～尼 3分10秒

伊～塚 2分30秒

16分20秒 16分10秒 16分25秒

・一部特急の停車時間の見直し
（北近畿６、１２、１４号）
・快速、普通の停車時間をさらに見直し

・利用状況を踏まえた停車時間見直し
・主要ターミナル駅の停車時間はさらに余
裕を考慮した設定
・運転時間は主要接続駅などの手前区間に
余裕を考慮した設定

←

駅　名 主本線

北～伊 1分45秒

川～北 2分30秒

3分00秒

・運転時間及び停車時間を増加
・尼崎駅～宝塚駅間の最高速度を９５km/h
・塚口駅～尼崎駅間当該曲線の制限速度を
６０km/h
・拠点形ＡＴＳ－Ｐ形整備

中～川 3分10秒

副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

平成１７年６月１９日改正 平成１７年１０月１日改正 平成１８年３月１８日改正
安定した列車運行を確保するため、所要時
間及び停車時間の見直しを行い、列車の遅
れに対し、弾力性のあるダイヤを設定

安全性向上計画に基づき、より安定した輸
送を定常的に提供していく観点からのダイ
ヤ見直し

朝ラッシュ１時間帯の運
転本数(尼崎着概ね7:33～
8:33)

平成１６年１０月１６日改正

・急行の廃止
・夜間の下り特急「北近畿」の増発及び運
転間隔を揃えた

221 計

下り

普通▲１本

223

上り

下り 快速▲１本、普通▲１本

上り
増発本数

（回送は除く）
特急＋１本、急行▲１本

計

列車運転本数
平日宝塚～尼崎

17

中～川

列車種別

駅　名 主本線 副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

伊～塚

川～北

計 16分05秒

通勤特急の充実

26分20秒（45秒ﾀﾞｳﾝ）朝

基準運転時間
（宝塚→尼崎）

　［通電Ａ１１a］

快　速

←

上り 下り

朝

0 0

1413

急　行

特　急

※平成17年3月

計 15分10秒

23分55秒（5秒ﾀﾞｳﾝ）

223

塚口→尼崎

下り

99

222

16

103

普　通

快　速

宝塚→塚口

列車種別

特　急

急　行

快　速

（変更なし）

（変更なし）

回　送

普　通9

計

塚口→尼崎

12

下り

列車種別

快　速

13

103

計

上り

特　急

15 回　送

221

17 15

上り 下り

3分00秒 3分10秒

24分35秒（35秒ﾀﾞｳﾝ）

15分35秒

98

急　行

快　速 快　速

0

21

12 12

220221

9

計

21

0

14

0

快　速

99

0

14

18

北～伊 1分45秒

伊～塚 2分30秒

川～北 2分30秒

中～川 3分15秒

副本線

宝～中 3分10秒 3分15秒

駅　名 主本線

塚～尼

通電としての
運転時間は制
定されていな
かった

塚～尼 2分40秒

2分20秒

3分00秒

北～伊 1分30秒

3分10秒

2分20秒



頻度（日）

0 5 10 15 20

16分05秒以下

16分05秒超 16分15秒以下

16分15秒超 16分25秒以下

16分25秒超 16分35秒以下

16分35秒超 16分45秒以下

16分45秒超 16分55秒以下

16分55秒超 17分05秒以下

17分05秒超 17分15秒以下

17分15秒超 17分25秒以下

17分25秒超 17分35秒以下

17分35秒超 17分45秒以下

17分45秒超 17分55秒以下

17分55秒超

平均値 １６分４８秒
中央値 １６分３５秒

運転時間及び
停車時間の合計

付図５２　５４１８Ｍの事故前平日６５日間における
　　　　　宝塚駅～尼崎駅間の運転時間及び停車時間の合計

運転時間と停車時間の合計は、運行計画上１６分２５秒である。



付図５３　宝塚駅における３０１６Ｍ出発から

0 5 10 15 20 25

80以上 85未満

85以上 90未満

90以上 95未満

95以上 100未満

100以上 105未満

105以上 110未満

110以上 115未満

115以上 120未満

120以上 125未満

3016M出発から
5418M出発まで

の時間(秒）

頻度（日）

平均値　１０１秒
中央値　１０３秒

付図５４　宝塚駅における３０１６Ｍと５４１８Ｍの

　　５４１８Ｍ出発までの時間

0

30

60

90

120

150

180

0 30 60 90 120 150 180

３０１６Ｍ遅延時間（秒）

５４１８Ｍ
遅延時間

（秒）

３日

５日

１日

２日

１日（３０１６Ｍと５４１８Ｍの遅延時間を３６０秒減じて表示。）

１日（３０１６Ｍと５４１８Ｍの遅延時間を１８０秒減じて表示。）

　平均値　６６秒
　中央値　２７秒

平均値
　７７秒
中央値
　４５秒

　 出発遅延時間の関係



（単位：名）

総数 男性 女性 総数 男性 女性

１両目 42 26 16 49 28 21 91

２両目 57 28 29 75 39 36 132

３両目 3 － 3 157 21 136 160

４両目 － － － 102 52 50 102

５両目 － － － 70 39 31 70

６両目 － － － 58 27 31 58

７両目 － － － 41 19 22 41

乗車車両不明 4 4 － 10 2 8 14

合　計 106 58 48 562 227 335 668

※警察情報（平成１９年６月５日現在）による。
※負傷がないなどの理由により現場を立ち去った乗客は、含まれていない。

負　傷

付図５５　車両ごとの死傷状況

合　計車　両

死　亡
[本件運転士を除く]



【記入例】
：男性の乗客
：女性の乗客
：男性の乗客
：女性の乗客

※　警察情報に基づいて作成した。（一部は当委員会が得た他の情報により追加等を行った。）
※　乗客の記憶に基づく調査結果であり、１人分の座席に複数の乗客が座っていたことになる箇所もある。
※　乗車位置が把握できなかった死亡者及び負傷がないなどの理由により現場を立ち去った乗客は、含まれ
　　ていない。
※　１、２両目において、乗客が図示されていない部分は、主に乗車位置が確認できなかった死亡者が乗車
　　していたとみられる。
※　３～７両目において、乗客が図示されていない部分は、主に負傷がないなどの理由により現場を立ち
　　去った乗客が乗車していたとみられる。

死亡者

負傷者

付図５６　乗客の乗車位置（１／２）

１両目
クハ２０７-１７

２両目
モハ２０７-３１

３両目
モハ２０６-１７

車体が破損した部分

車体が大破した部分

車体が破損した部分 車体が菱形に変形した部分

車体が損傷した部分 車体が破損した部分



付図５６　乗客の乗車位置（２／２）

５両目
クモハ２０７-１０３３

６両目
サハ２０７-１０１９

７両目
クハ２０６-１０３３

４両目
クハ２０６-１２９

車体が破損した部分



付図５７　性別・年齢別死亡者数

付図５８　原因別死亡者数（全体）
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6

3

8

5

3

5

3

8

5

1
2

10

5 5 5

2

4
5

4 4
3

0 1
0

2

4

6

8

10

12

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～

年　　齢

人
数
（

名
）

男性

女性

14名
(約13%)

19名
(約18%)

11名
(約10%) 17名

(約16%)

42名
(約40%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

１両目：　４２名
２両目：　５７名
３両目：　　３名
不　明：　　４名
合　計：１０６名

106
名

※警察情報に基づいて作成した。（本件運転士を除く）

※警察情報に基づいて作成した。（本件運転士を除く）

3名
(約3%)



付図５９　原因別死亡者数（１両目）

付図６０　原因別死亡者数（２両目）

27名
(約47%)

7名
(約12%)

11名
(約19%)

3名
(約5%) 8名

(約14%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

57
名

33%

19%
17%

14%

12%

5%

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

14名
(約33%)

5名
(約12%)

6名
(約14%)

7名
(約17%) 8名

(約19%)

脳と頭部の損傷

胸腹腔内損傷

骨盤骨折（失血）

胸腹部圧迫（窒息）

頚髄損傷

挫滅症候群

42
名

※警察情報に基づいて作成した。（本件運転士を除く）

※警察情報に基づいて作成した。

1名
(約2%)

2名
(約5%)



付図６１　性別・年齢別回答負傷者数
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～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～ 不明

年　齢

人
数
（

名
）

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。

男性(105名）

女性(142名）



付図６２　負傷種類別の回答負傷者数

付図６３　車両別・負傷種類別の回答負傷者数
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１両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 不明

人
数
（

名
）

その他

捻挫・脱臼（頚部の捻挫を除く）

むちうち（頚部の捻挫を含む）

切傷・裂傷

打撲・挫傷

骨折

80

192

128

76

36

68

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

骨折 打撲・挫傷 切傷・裂傷 むちうち 捻挫・脱臼 その他

人
数
（

名
）

（頚部の捻挫を含む）（頚部の捻挫を除く）

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※１名につき複数の負傷種類がある場合は、重複して計上した。

72

122

59

195

44

25 22

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※１名につき複数の負傷種類がある場合は、重複して計上した。



付図６５ 立って乗車していた回答負傷者のつり手等の
使用状況

付図６４　回答負傷者の事故直前における乗車状況
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支え無し（18名）

壁に寄りかかり（19名）

手すり使用（24名）

つり手使用（73名）
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１両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 車両不明

立って乗車していた（134名）

座席に座っていた（109名）

人
数
（

名
）

人
数
（

名
）

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※回答のなかった４名を除く。

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
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（単位：名）

負傷種類 １両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 小計 合計

骨折 0 0 2 0 0 0 0 2

むちうち 0 1 3 0 3 0 0 7

全身打撲 1 0 1 0 0 0 0 2

その他 1 1 2 1 4 5 0 14

骨折 3 0 1 1 0 0 0 5

むちうち 0 1 0 2 1 1 0 5

全身打撲 1 1 1 0 0 0 0 3

その他 3 1 3 3 1 1 1 13

骨折 4 9 12 0 1 0 0 26

むちうち 1 2 4 1 1 0 1 10

全身打撲 1 3 5 0 0 0 0 9

その他 1 2 11 6 6 1 1 28

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※１名につき複数の負傷種類がある場合は、重複して計上した。

（単位：名）

負傷種類 １両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目 小計 合計

骨折 0 0 1 0 0 0 1 2

むちうち 0 0 2 0 2 3 3 10

全身打撲 0 0 1 1 0 0 0 2

その他 0 0 0 4 1 4 3 12

骨折 3 8 12 0 0 0 0 23

むちうち 7 5 6 2 1 1 2 24

全身打撲 3 4 7 1 0 0 0 15

その他 0 5 6 8 4 3 2 28

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※１名につき複数の負傷種類がある場合は、重複して計上した。

付図６６　つり手等を使用して立っていた回答負傷者の

停止するまで
手すり等につ
かまっていた

停止するまで
座っていた

26

25

26

73

　　　　　　負傷状況

途中で
投げ出された

90

停止直前で
手が離れた

早い段階で
手が離れた

付図６７　座っていた回答負傷者の負傷状況



付図６８　座っていた回答負傷者の列車停止時の状況

1
4 3 3

5
3

5

10 4

2 1

1

2

1

4
27

11

21

7

3

3 3

0

5

10

15

20

25

30

35

１両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目

ロングシート端部以外に座っていて
途中で座席から投げ出された(55名）

ロングシート端部以外に座っていて
列車停止まで座っていた（9名）

ロングシート端部に座っていて
途中で座席から投げ出された（26名）

ロングシート端部に座っていて
列車停止まで座っていた（16名）

人
数
（

名
）

※アンケート調査（平成１７年１２月）による。
※乗車車両不明の３名を除く。

10

16

34

16

8

11 11



【記入例】

：座っていた乗客

：つり手又は手すりを使用し立っていた乗客

：寄りかかり又は支えなしで立っていた乗客

：座っていて、車外に投げ出された乗客

：つり手又は手すりを使用し立っていて、車外に投げ出された乗客

：寄りかかり又は支えなしで立っていて、車外に投げ出された乗客

：座っていた乗客

：つり手又は手すり使用で立っていた乗客

：寄りかかり又は支えなしで立っていた乗客

※　得られた複数の情報において、整合がみられるものについて記載した。
※　事故前の乗車位置から事故後の最終的な位置に至るまでの詳細な移動経過については把握できないため、
　　事故前の乗車位置と事故後の最終的な位置のみを示した。

付図６９　事故の衝撃による乗客の移動状況（１／２）

移動有り

移動無し

１両目
クハ２０７-１７

２両目
モハ２０７-３１

３両目
モハ２０６-１７

車体が破損した部分 車体が菱形に変形した部分

車体が大破した部分

車体が破損した部分

車体が損傷した部分 車体が破損した部分



付図６９　事故の衝撃による乗客の移動状況（２／２）

４両目
クハ２０６-１２９

５両目
クモハ２０７-１０３３

６両目
サハ２０７-１０１９

７両目
クハ２０６-１０３３

車体が破損した部分



No.

1

2

3

4

5

車両屋根布

電柱
付着物

４１号柱
（副柱）
（上り１ｋ
８１４ｍ）

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル
と同質のス
ペクトル

緑色の
粘着性
付着物
（粒子
状で採
取）

―

電柱
付着物

褐色状
の粘着
性付着
物

Fe
O
Cr
Si
Al
Ni
Ca
C

№１５６ま
くら木脇の
フェンス

ステン
レス

車体

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル

―

電柱
擦過痕

擦過付
着
（金属
光沢）

ステン
レス

車体

４１号柱
（副柱）
（上り１ｋ
８１４ｍ）

Fe
Cr
Si
Ca
Al
Ni

レール
白色粉

花崗岩 バラスト白色粉

№８８と№
８９まくら
木間の上り
線左レール
頭頂面

SiO2
Fe2O3
Al2O3
Na2O

K2O

CaO
石英
長石
雲母
粘土鉱物

推定
材料

推定
部材

外観等
試料
名称

分析結果
概要

採取箇所

４１号柱
（副柱）の
約３ｍ福知
山駅方にあ
る電柱

車両屋根布
と同質のス
ペクトル

採取状況

付図７０　車両等の付着物の成分分析結果（１／３）

フェン
ス
付着物

黒から
銅色で
光沢の
ある付
着物
（薄片
状）

№3

アース線

４１号柱
(副柱）

№2

左レール頭頂面からの高さ約2.2m

左レール頭頂面からの高さ約2.0m



No.

6

7

8

9

10

緑色の
付着物

４１号柱
（副柱）の
アース線カ
バー用塩化
ビニル管と
屋根汚れの
スペクトル
を混合した
場合と同質
のスペクト
ル

―

緑色の
付着物
（シー
ト状）

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル

採取箇所
分析結果

概要

―

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル

１両目左側
第３乗降口
扉の後部上
方の雨樋上
（付着物が
発見された
箇所として
は最も前
方）

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル
と同質のス
ペクトル

１両目
付着物

緑色の
付着物

１両目
付着物

４１号柱
（副柱）の
アース線カ
バー用塩化
ビニル管

―
灰色の
粉末状
付着物

１両目
付着物

１両目左側
第３乗降口
扉の後部上
方の雨樋上

１両目左側
第３乗降口
扉の後部上
方の雨樋下

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル
と同質のス
ペクトル

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル

―

パンタ
グラフ
付着物

４１号柱
（副柱）付
近に落下し
ていた２両
目後側のパ
ンタグラフ

４１号柱
（副柱）の
アース線の
被覆ビニル
と同質のス
ペクトル

コンクリー
ト

セメン
ト
，骨材

白色の
付着物

スカー
ト
付着物

１両目のス
カート左側
凹部

Ca(OH)2
CaCO3
石英
長石
雲母

採取状況

付図７０　車両等の付着物の成分分析結果（２／３）

試料
名称

外観等
推定
材料

推定部材

１両目屋根

№7 №8

１両目側面

№6

雨樋



４１号柱（副柱）側面擦過痕と比較用パンタグラフ舟体の元素分析結果の比較

○ *

○ *

○ *

○ *

○ *

○ *

○：検出された元素　*：通常、電柱コンクリートに含有される元素

擦過痕付着物の採取状況

比較用パンタグラフ舟体

○
○

○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○

○

○
○

○

○
○
○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○

○
○

○
○

○
○

○

○

補助
すり板材
(断面)

舟体端部
側面塗膜

舟体端部
側面付着物

④③②①

主すり板材
(断面)

ホーン
塗膜

⑤ 41号柱
（副柱）

側面
擦過痕

付図７０　車両等の付着物の成分分析結果（３／３）

○
○

○
○

○

C
O
Ni

　 　試料

 元素

Fe
Cu
Na
Mg
Al
Si
S
Mo
Ar
Cl
K
Ca
Sn
Ti
Mn
Zn

４１号柱（副柱）

①

⑤

③④

②




